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１　令和８年度教育予算概要
内は令和7年度

(1) 一般会計款別図表

(2) 教育費目的別構成図表 (3) 社会教育費目的別構成図表

民生費 

77,258,340千円

38.7%

73,154,225千円

37.4%

公債費 

22,395,029千円

11.2%

21,803,239千円

11.1%

教育費 

14,333,311千円

7.2%

23,489,675千円

12.0%

土木費 

25,202,720千円

12.6%

22,533,322千円

11.5%

総務費 

28,623,037千円

14.3%

23,357,686千円

11.9%

衛生費 

12,804,861千円

6.4%

11,661,698千円

6.0%

消防費

5,823,177千円

2.9%

5,843,100千円

3.0%

農林水産業費

5,309,805千円

2.7%

5,201,284千円

2.7%

商工費 

4,231,685千円

2.1%

4,378,461千円

2.2%

11災害復旧費 

2,173,023千円

1.1%

2,591,808千円

1.3%

その他 

1,621,119千円

0.8%

1,558,425千円

0.9%

一 般 会 計
199,776,107千円 

195,572,923千円 

教育総務費

3,903,611千円 

27.2%

2,715,280千円

11.6%

社会教育費

3,153,113千円 

22.0%

3,634,895千円

15.5%

小学校費 

4,218,255千円 

29.5%

10,300,916千円

43.8%
中学校費 

2,738,683千円 

19.1%

6,667,628千円

28.4%

幼稚園費

 319,649千円 

2.2%

170,956千円

0.7%

教 育 費
14,333,311千円

23,489,675千円

図書館費

924,790千円

29.3%

869,764千円

23.9%

公民館費

748,227千円

23.7%

1,333,368千円

36.7%

科学博物館費

292,451千円

9.3%

426,124千円

11.7%

社会教育総務費

244,868千円

7.8%

236,232千円

6.5%

文化費

390,672千円

12.4%

265,259千円

7.3%

市民学習センター費

201,164千円

6.4%

198,225千円

5.5%

民俗民芸村費

199,988千円

6.3%

190,530千円

5.2%

郷土博物館費

150,953千円

4.8%

115,393千円

3.2%

社会教育費
3,153,113千円

3,634,895千円
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２．令和８年度主要施策

令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 生涯学習課）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１．子どもかがやき教

室事業

９，１８５

心豊かでたくましい子どもを社会全体で

育むため、学校の余裕教室や体育館、公民

館などを活用し、子どもの居場所の確保を

図り、地域住民が指導員となり、子どもた

ちの放課後や学校休業日における学習活動

やスポーツ・芸術文化活動、地域交流活動

を実施するもの。

また、放課後子ども総合プラン運営委員

会（ＰＴＡ、健全育成関係者、学識経験者

等で構成）を開催し、児童健全育成事業と

の連携を含めた効果的な運営の在り方につ

いて検討し、総合的な放課後対策の推進を

図る。

＜参考＞各地域における教室数

市内小学校区で

実施。子どもの数

の減少や指導員不

足等が課題となっ

ているが、子ども

に体験学習の機会

を提供するため

に、それぞれの地

域で様々な事業が

実施されている。

今後も未実施地

区に対して事業の

実施を促してい

く。

２．生涯学習コミュニ

ティフォーラム開

催事業

１００

少子・超高齢社会に対応し、人と人との絆

を大切にした地域社会の形成や、地域ぐるみ

で子どもを育てる環境づくりのため、講演や

事例発表を行い、心豊かな地域コミュニティ

づくりを推進するもの。富山市ふるさとづく

り推進連絡協議会へ委託して実施。

年度/

地域

富

山

大

沢

野

大

山

八

尾

婦

中

山

田

細

入
計

R8 25 3 2 3 4 1 1 39

R7 26 3 2 3 3 1 1 39

R6 26 3 2 2 5 1 1 40

R5 25 3 2 2 6 1 1 40

R4 27 3 2 2 6 1 1 42
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

３．壮年期自己啓発助

成事業

１５０

壮年期（５５歳以上）を迎えた市民の自己

啓発支援の一環として、県内大学等が行う社

会人向け講座（科目等履修、聴講生制度等）

の受講修了者に、受講料の一部（２分の１）

を助成するもの。

＜参考＞助成件数の推移

各大学と連携し、

周知に努める。

４．生涯学習推進事業

７６０

生涯学習推進に関する補助金や各種負担金

１ 補助金 ７３０千円

(1)ユネスコ活動育成補助金

(2)とやま元気ワールド補助金

２ 負担金 ３０千円

(3)全国生涯学習市町村協議会負担金

５．社会教育団体支援

事業

２，０４５

時代に即した成人の学習・活動の促進を図

るため、研修や青少年育成、家庭教育に関す

る事業を富山市ＰＴＡ連絡協議会へ委託す

る。また、社会教育団体に対し事業費の一部

を補助するもの。

１ 委託事業 ７７０千円

(1) 良書推薦事業委託

(2) 成人教育活動事業委託

２ 補助事業 １，２７５千円

富山市ＰＴＡ連絡協議会（団体補助金）

年度 件数 助成金額

R7 18 件 80,750 円

R6 21 件 96,500 円

R5 27 件 122,500 円

R4 16 件 73,100 円

R3 23 件 114,250 円
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

６．ふるさとづくり

推進事業

３５，２００

富山市ふるさとづくり推進連絡協議会に

次の事業の委託・補助を行い、各地区にお

けるふるさとづくり事業の充実を図るも

の。

１ 委託事業 １０，８８０千円

(1) ふるさとづくり推進会議運営委託

（８２地区）

(2) 公民館ふるさと講座開催委託

（８２地区）

(3) ふるさとづくり推進研修運営事業委託

２ 補助事業 ２４，３２０千円

(1) 地域づくりふれあい総合事業補助金

（８２地区）

(2) ふるさと活性化事業補助金

地区ふるさとづくり推進協議会が行

う地域活性化に資する事業に対し助成

＜参考＞ふるさと活性化事業実施地区数の推移

(3) 富山市ふるさとづくり推進連絡協議会

（団体補助金）

各地区ふるさと

づくり推進協議会

において、それぞ

れ特色を生かした

事業を展開してお

り、コミュニティ

の形成、生涯学習

の推進に効果を上

げている。

しかし、参加す

る住民が固定され

つつあり、幅広く

参加者を募ること

が課題となってい

る。

地域住民が積極

的に参画できる講

座の開設や事業内

容の充実、地域住

民へのPRがさらに

求められる。

７．公民館類似施設建

設補助事業

１４，００５

公民館類似施設（自治公民館）の建設等

に対して補助金を交付する。

８．公民館類似施設整

備資金貸付事業

１３，０００

公民館類似施設（自治公民館）の建設等

に対して貸付を行う。

年度 実施地区数 補助金額

R7 0 地区 0 円

R6 3 地区 906,000 円

R5 6 地区 2,174,000 円

R4 9 地区 2,237,087 円

R3 6 地区 1,416,000 円
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

９．公民館建設事業

１６６，４１７

山室中部公民館の移転改築工事を行う。 令和８年度から

は、市長部局にお

いて施設の老朽化

や利用状況等を勘

案しながら公民館

整備を進める。

ただし、着工済

みの山室中部公民

館については、生

涯学習課において

改築工事及び竣工

式を実施する。

１０．地域生涯学習支

援事業

１３,９５７

自治公民館等に対する生涯学習活動の支

援を行うことにより、地域の活性化を図る。

１ 自治公民館活動推進事業

２ まちづくり講師・指導者派遣事業

３ 生涯学習団体支援事業

地域に密着した

公民館活動を推進

するために、身近

で参加しやすい環

境づくりに努めて

いる。
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１１．文化財保護事業

２１１，８６６

１ 重要文化財浮田家住宅・重要文化財旧

森家住宅・登録有形文化財旧馬場家住

宅保存管理

２ 文化遺産等保存活用推進事業

・富山市文化財保存活用地域計画策定

事業（４年目）

・旧森家住宅耐震対策事業（４年目）

・旧森家住宅防災設備事業（１年目）

・旧米田家住宅維持管理

３ 県指定天然記念物「浜黒崎の松並木」

環境整備

４ 文化財保護普及・管理

・文化財案内板の設置

・千歳御門維持管理等

・神通川船橋常夜灯案内板改修等

・浮田家住宅照明 LED 化

５ 文化財保護支援６件

・市内の指定文化財等の保存・継承に

ついて支援を行う。

浮田家住宅や旧

森家住宅などの文

化財を良好な状態

で維持していくた

め、修繕等適時適

切に行う必要があ

る。

市内文化財の適

切な保存活用にむ

けて方針を立てる

必要がある。

旧森家住宅は令

和５年度より耐震

対策事業を開始し

たが、令和６年能

登半島地震により

被害が生じたた

め、耐震補強とと

もに災害復旧もあ

わせて行う必要が

あり、当初の予定

より長期化してい

る。
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１２．博物館等利用促

進事業

５，９２８

１ 孫とおでかけ支援事業

・祖父母と孫が一緒に対象施設を訪れ

た場合に、観覧料等を全額無料にす

るもの。県内すべての市町村にある

６０施設が対象。

２ キャッシュレス決済事業

・郷土博物館、佐藤記念美術館、科学

博物館、ガラス美術館において、電

子マネー等を使用し入館料等を支払

えるよう環境を整備する。

３ 博物館等施設あり方検討事業

・本市の博物館等施設について、再編

の必要性や本市として紹介すべき展

示内容など、今後の施設のあり方を

検討する。

４ 郷土の魅力発見事業

・郷土の歴史や文化にちなんだ学習的

要素を含む子ども向けスタンプラリ

ーを実施する。

孫とおでかけ支

援事業利用者の更

なる増のため、PR

活動に努める。

キャッシュレス

決済システムの導

入により来館者の

利便性が図られて

いる。

施設の老朽化な

ど課題を整理し、

目指すべき博物館

のあり方を検討す

る必要がある。

郷土への愛着心

を醸成し、将来の

人口減少対策等に

つなげることが求

められている。
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

＜参考＞

富山県とやま親学び推

進事業（県事業）

家庭の教育力の向上を目指し、「親を学び

伝える学習プログラム」の普及・啓発を推

進するため、小中推進リーダーや小中推進

スーパーリーダー等を配置するもの。

１ 小中推進リーダー等の配置

小中推進リーダー：

市内に３１名配置

小中推進スーパーリーダー：

市内に３名配置

幼保推進リーダー：

市内に２名配置

２ 小中推進リーダー等の役割

(1) 親学び講座の企画・運営及び普

及・啓発

ア ＰＴＡ研修会等、ＰＴＡ行事での

企画・運営及び普及・啓発

イ 学年学級懇談会、入学説明会（就

学時検診時）等、学校行事での企

画・運営及び普及・啓発

ウ 幼稚園・保育所等での普及・啓発

(2)新たな親学び講座進行役の発掘と

指導法の伝授

ア 各学校ＰＴＡ役員等の中から親学

び講座進行役を発掘

イ 講座進行役への講座進行方法や留

意点等をアドバイス

※富山市教育委員会では、

①親学び講座の実施支援

②推進リーダー推薦 を行う。

地域のつながり

が希薄化するなか、

すべての親が安心

して子育てができ

るよう、家庭教育を

支援する必要があ

る。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 民俗民芸村）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１．管理運営事務費

１９0，８２３

施設の維持・管理・事務費

・村内施設設備等修繕

・文化財燻蒸・防カビ業務 等

老朽化した施設等の修繕・

改修に努めている。

２．展示開催事業費

３，９００

水橋学園開学を記念した連携

企画展「水橋物語」や各館の特

色を生かした企画展等、計１０回

開催を予定

来館者のニーズに応え、 魅

力ある企画や展示に努めて

いる。

３．普及活動事業費

１，４５７

・陶芸教室（初級・中級）

４月～１１月

・夏休み親子陶芸教室

７月～８月

・染物教室

６月・１２月

・夏休み親子染物教室

７月

・呉羽山歴史探訪ツアー

１１月

・いろりを囲むお話

５月～１２月

・雪ん子になろう

１１月～Ｒ９年２月

歴史・民俗・美術に対する市

民の理解を促すとともに、

個々の知識と創造性を育む

よう努めている。

４．調査研究事業費

６８４

収集方針に沿った文化財の資

料収集等

地域性や各施設の特色を

考慮し、歴史・民俗・美術資

料の収集に努めている。

５．環境整備事業費

３，１２４

・環境整備業務（草刈・除草）

・生垣刈込整備業務

・樹木等伐採剪定業務

・雪囲い等整備業務 等

豊かな自然に囲まれた村の

景観維持に努めている。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 埋蔵文化財センター）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１ 埋蔵文化財調査

事業費

３６，８４０

１ 市内遺跡発掘調査、出土

品整理

(1)市内遺跡発掘調査

(2)市内遺跡出土品整理

(3)市内遺跡試掘調査

(4)県営農地整備工事試掘

調査事業

２ 埋蔵文化財普及活動

(1)発掘速報展

(2)発掘調査現地説明会等

・各種開発行為に伴う市内

遺跡の発掘調査や試掘調査

を実施しており、開発行為

に対して円滑な対応に努め

ている。

・婦中町羽根地区において

3.95ha の試掘調査を行う。

・発掘速報展などを開催し、

展示に関わる講演会を行う

など、埋蔵文化財の普及に

努めている。

２ 文化財保護事業費

９９，０９８

１ 北代縄文広場管理運営

２ 安田城跡歴史の広場

管理運営

３ 史跡保存整備事業

４ 安田城跡歴史の広場

再整備事業

・整備した史跡等施設の管

理運営の充実を図ってい

る。

・北代縄文館照明設備の

LED 化を行う。

・北代縄文広場や王塚・千

坊山遺跡群にある六治古塚

墳墓などの史跡の環境整備

のため樹木伐採、剪定を行

う。

・堀の浚渫及び護岸改修、

東屋設置、土塁復元の修正

の工事。

・令和９年度予定工事（堀

の浚渫・護岸改修、水生植

物の植栽設備設置）分の実

施設計。

・カキツバタの栽培、植栽

試験

・本事業は国補対象事業で

あり、事業期間が補助金の

減額査定により延長となる

可能性がある。またその場

合、全体事業費が物価上昇

の影響により膨らむことが

予想される。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 市民学習センター）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

市民大学開設事業費

１１，５６４

生涯学習の拠点として、市

民大学開設等により､市民に

系統的・継続的な学習機会を

提供するもの。

１ 市民大学の開設

・一般 38 コース

・創作 10 コース

・プラネット ６コース

計 54 コース

２ 生涯学習の啓発

⑴特別講演会 ３回

⑵特別講義（１月） ５回

⑶わくわくキッズ教室

６講座

⑷市民大学祭

11 月 27 日(金)

～11 月 28 日(土)

⑸叢書・学報の発刊

郷土・歴史・文化・芸術・

健康等に関する多彩なコー

ス開設により、市民の継続

的な生涯学習を引き続き支

援している。

市民の学習ニーズを把握

し、より魅力あるコース開

設・充実を図るとともに、

市民大学祭などの機会を捉

えて周知を行い、新規受講

者獲得に努める。

11



令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 図書館 ）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１．管理運営事務費

７63,157

施設等の維持管理、館の運

営等を行う。

２．蔵書充実事業費

８８，１５６

図書の購入や寄贈資料の保

存等を行う。

計画的に図書の購入を行

い、魅力ある開架図書の維

持に努める。特に地域館・分

館においては更新を進め、

蔵書の充実を図る。

３．読書普及事業費

６６１

子どもの読書普及を図るほ

か、視覚障害者等の読書環境の

改善を図る。

４．図書館ネットワーク事

業費

６６，８８５

図書館ネットワークシステム

の維持管理を行う。

図書館ネットワークシステ

ムの安全性向上を図り、シス

テム機能の充実による利用

者サービス向上に努める。

５．音と映像資料充実事

業費

４３１

ＣＤやＤＶＤ等の音と映像資

料の充実を図る。

6．知を深める市民交流

推進事業費

５，５００

イベントや講演会など幅広い

世代を対象とした行事を開催

し、読書普及と図書館の利用促

進を図る。

宵の図書館を「人口減少・

少子化対策に関する施策」と

して位置づけ、社会人の出

会いの場を創出する。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 科学博物館 ）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１．管理運営事務費

２４９，６０５

・館の運営と維持管理 新たな保全体制に基づ

く施設設備の更新等の対

応を取り、施設の長寿命

化を図る。

２．調査研究事業費

１,７０８

・自然史・理工９分野の調査研究

・研究報告第 50 号発行

・研究発表会、各分野の研究雑誌

での成果発表等

主に富山の自然につい

て分野別に調査研究活動

を行い、成果を市民向け

研究発表会、展示、研究

報告等を通じて公表し、

自然科学への理解向上に

努めている。

３．展示事業費

８，４４６

・常設展示の運営と保守

・特別展「自然現象のメカニズム」

の開催

・企画展「地球時間の旅」等を 7回

開催

常設展示はリニューア

ルから 19 年が経過し、

展示すべき新知見が増え

るなど一部内容が古くな

り、また故障や劣化が目

立っている。

４．資料収集事業費

５２９

・各種資料収集、整理

・画像の公開

・標本データ 2,000 件を英語化し

国立科学博物館に提供して、地球

規模生物多様性情報機構（GBIF）

/サイエンスミュージアムネット

S-Net で 公 開 （ 館 提 供 累 積

260,396 件）。

53 万点を超える資料

を収集・保管し、展示や

イベントで役立てている

が、保管スペースの確保

が困難になりつつある。
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主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）

概 要 現状の課題・評価

５．普及教育事業費

１３，２７０

・各種イベントの実施

サイエンスライブ、野外観察会、

科学教室、連携イベント、星空観

察会

・質問への回答

・ボランティアの育成と活動の推

進

・普及雑誌「とやまと自然」の出版

年 2回

R6年度に新設のサイエ

ンス・ラボを活用したイ

ベントを充実させ、市民

の自然科学への関心を高

めるよう努めている。ま

た、参加する人がそれぞ

れの興味を深めることが

できるよう、館内外で多

様な行事を企画し、実施

している。

６．「ジュニア科学

賞・とやま」事業

費

３１８

・「第 24 回ジュニア科学賞・とや

ま」の実施

田中耕一氏の研究姿勢に見られ

る「優れた着想」「ユニークなア

イディア」「粘り強い努力」のい

ずれかに抜きん出た児童生徒 3

人までを表彰。

過去 23 年で 69 人の児

童生徒を表彰した。

子供たちに科学への夢

と希望を育み、科学の面

白さを伝えるとともに、

子供たちの創造性育成に

一定の役割を果たしてい

る。

７．プラネタリウム

投影事業費

１８，４０１

・一般向け投影

平日 4回（内 2回は団体専用）、

土日祝日 6回

・特別番組

「星空と CD コンサート」や外部

講師による講演会等を約 20 回

・学習投影（小学 4年生対象）

・幼児向け投影

・星空交流促進事業

魅力的な番組、外部講

師によるイベント、小学

4 年生に向けた学習投影

等を実施し、プラネタリ

ウムを活かした多様な学

習内容を市民に供してい

る。

夜の博物館とプラネタ

リウムを活用した恋活イ

ベントを実施し、独身者

の出会いの場の提供と交

流の促進を図る。

８．恐竜化石事業費

１７４

・夏休み恐竜探検隊行事の実施

（小学 4～6 年生の親子 約 40

名）

国内最大規模を誇る大

山地域の恐竜足跡化石露

頭面において、約 500 個

の足跡を見学するほか、

化石発掘体験等を実施す

ることで子供たちの興味

を高めている。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 郷土博物館 ）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１.管理運営事務費

１３７，７１０

郷土博物館及び佐藤記念美術

館・本丸亭、上滝資料保管庫

の維持・管理・事務費

・施設設備等の適切な維持

管理を行う。

２.展示普及事業費

８，２８７

①特別展（郷土博物館）

「昭和を灯す－安井さんが

集めたマッチとたばこの世

界－」

②企画展（郷土博物館）

「富山の武具」など 3回

③企画展（佐藤記念美術館）

「富山ゆかりの三絵師－岸

駒・公均・立嶽」など 4回

④市民向け普及事業の開催

・安井清氏寄贈のコレクシ

ョンを公開し、昭和期の

生活文化・広告デザイン

等の歴史を紹介する。

・「武具」や「街づくり」、

「絵葉書と写真」などの

テーマから富山の歴史文

化を紹介する。

・収蔵品を中心に、東洋陶

磁や富山の絵画・工芸品、

茶道具などを紹介する。

・歴史探訪ツアー、本丸亭

見学会、さと美ワークシ

ョップなどを開催する。

３.調査研究事業費

４，９５６

①資料収集事業

②古文書等調査事業

③佐藤記念美術館調査研究事

業

④富山市近現代資料調査保存

事業

⑤所蔵品整理

・収蔵品の充実を図る。

・古文書調査・整理を行う。

・佐藤記念美術館の収蔵作

品・資料の調査を行う。

・富山市近現代資料調査等

を行う。

・所蔵品を整理しデータベ

ース化を進める。
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令和８年度主要施策に係る現状と課題

（所属名 教育行政センター）

主 要 事 業

（項目、予算額(千円)）
概 要 現状の課題・評価

１ 猪谷関所館管理運営

費

２４,１１９

１ 企画展

「飛越国境を巡る歴史的論

争」など２回

２ 特別企画

・古文書教室 ３回

・円空仏ガラス細工教室２回

・円空仏土鈴教室 ２回

３ 歴史と文化講演会 １回

４ 歴史探訪ウオーク １回

入館者数の増加を図るた

め、企画展の館長説明会や

企画展に関連した行事の実

施等により、企画展及び事

業の充実に努める。

２ 生涯学習推進事業費

７４０

市内の中学生を対象に、薬

師岳周辺の美化活動を行いな

がら山頂をめざすもの。

クマの出没状況を勘案し、

参加者の安全確保のため中

止。

今後の開催については、

社会情勢とクマの出没状況

の動向を見ながら検討して

いく必要がある。

３ 大山歴史民俗資料館

等管理運営費

１２,４８１

１ 企画展

「薬師岳と黒部源流」

２ 大山会館での展示

３ 体験講座

・竹でつくる恐竜ペン立て

・勾玉づくり

令和５年度から冬季休館

（１２月２８日～翌年３月

３１日）を行い、効率的な

館の運営に努めている。

休館中も施設の維持管理

に万全を期し、市指定文化

財「有峰狛犬」等の貴重な

展示資料を適切に保存して

いく必要がある。
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令和７年度
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令和７年度事業実績報告

（所属名 生涯学習課 ）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１．子どもかがやき教室

事業

７，５９６

１ 実施校区 ３９地区

２ 地域別実施状況

・富山 ２６地区

・大沢野 ３地区

・大山 ２地区

・八尾 ３地区

・婦中 ３地区

・山田 １地区

・細入 １地区

２．生涯学習コミュニテ

ィフォーラム開催

事業

１００

１ 実施年月日 令和７年１０月３０日（木）

２ 場所 婦中ふれあい館

３ 内容

ア 第一部 基調講演

講師 富山地方気象台

地震津波防災官 大江 幸治

火災防災官 齋藤 直子

演題 「富山県の地震と火山活動について」

イ 第二部 ふるさとづくり事例発表

発表地区 北部（奥田）、水橋（水橋西部）、婦中・山

田（音川）の３ブロック

４ 参加者数 １２８名

３．壮年期自己啓発助成

事業

８１

助成件数 １８件
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主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

４．生涯学習推進事業

７６０

生涯学習推進に関する補助金や各種負担金

１ 補助金 ７３０千円

(1)ユネスコ活動育成補助金

(2)とやま元気ワールド補助金

２ 負担金 ３０千円

(3)全国生涯学習市町村協議会負担金

５．社会教育団体支援

事業

１，９３６

１ 委託事業 ７００千円

(1) 良書推薦事業委託

(2) 成人教育活動事業委託

２ 補助事業（助成先） １，２３６千円

(1) 富山市ＰＴＡ連絡協議会

６．ふるさとづくり

推進事業

３３，７１９

１ 委託事業 １０，８８０千円

(1) ふるさとづくり推進会議運営委託

（８２地区）

(2) 公民館ふるさと講座開催委託

（８２地区）

(3) ふるさとづくり推進研修運営事業委託

（１１ブロック）

２ 補助事業 ２２，８３９千円

(1) 地域づくりふれあい総合事業補助金

（８２地区）

(2) ふるさと活性化事業補助金

地区ふるさとづくり推進協議会が行う地域活性化に

資する事業に対する助成

(3) 富山市ふるさとづくり推進連絡協議会（団体補助金）

７．公民館類似施設建設

補助事業

１４，０８６

公民館類似施設（自治公民館）の建設費等に対して補助

金を交付する。

助成件数 ２７件

８．公民館類似施設整備

資金貸付事業

０

公民館類似施設（自治公民館）の建設等に対して貸付を行

う。

貸付件数 ０件（借受希望者の事業計画変更による）
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主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

９．公民館建設事業

７１８，４６６

１ 蜷川公民館改築事業

［改築工事、監理業務委託］

※Ｒ６・７年度継続事業

［工損調査］

① 場 所 赤田地内

② 敷地面積 ５，１８４㎡

③ 延床面積 １，３２５㎡

２ 山室中部公民館改築事業

[改築工事、監理業務委託]

※Ｒ７・８年度継続事業

① 場 所 山室荒屋新町地内

② 敷地面積 １，７５３㎡

③ 延床面積 ６００㎡

１０．地域生涯学習支

援事業

１３，９２２

自治公民館等に対する生涯学習活動の支援を行うことに

より、地域の活性化を図る。

１ 自治公民館活動推進事業

２ まちづくり講師・指導者派遣事業

３ 生涯学習団体支援事業
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主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１１．文化財保護事業

１６４，９２２

１ 重要文化財浮田家住宅・重要文化財旧森家住宅・登録

有形文化財旧馬場家住宅保存管理

２ 文化遺産等保存活用推進事業

富山市文化財保存活用地域計画策定事業（３年目）

重要文化財旧森家住宅耐震対策事業（３年目）

３ 県指定天然記念物「浜黒崎松並木」環境整備

４ 文化財保護普及

浮田家住宅消火設備更新

文化財案内板の再設置・改修 ２件

文化財案内板等翻訳（インバウンド対策）

５ 文化財保護支援 ５件

八尾町祭礼曳山保存修理事業

越中の稚児舞（熊野神社）保存事業等

６ 文化財保護管理事務

千歳御門維持管理、カモシカの滅失手続等

１２．博物館等利用促進

事業

９４３

１ 孫とおでかけ支援事業

富山市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、高岡市、

氷見市、滑川市、舟橋村、上市町、立山町、魚津市、黒部

市、入善町、朝日町の全１５市町村６１施設と連携して事

業を行った。

また、PR ポスター・チラシを作成し、富山市及び連携市

町村の文化施設、教育施設等に配布し、本事業の周知を図

った。

２ キャッシュレス決済事業

郷土博物館、佐藤記念美術館、科学博物館、ガラス美術

館において電子マネー等での支払いを可能とし、来館者の

利便性を図った。
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主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

＜参考＞

富山県とやま親学び推

進事業（県事業）

家庭の教育力の向上を目指し、「親を学び伝える学習プロ

グラム」の普及・啓発を推進するため、小中推進リーダー

や小中推進スーパーリーダー等を配置するもの。

１ 小中推進リーダー：市内２５中学校区に各１～２名

計３５名を配置

２ 小中推進スーパーリーダー：３名配置

３ 幼保推進リーダー：２名配置
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令和７年度事業実績報告

（所属名 民俗民芸村）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１．管理運営事務費

１８７，０７２

篁牛人記念美術館空調機器純水器交換及び純水器給水配

管・保温修繕、売薬資料館ほか６施設等照明設備LED化業務

委託、考古資料館手すり塗装等劣化部位更新業務委託、村報

「民村」の発行 など

２．展示開催事業費

３，４７１

上記を含め、企画展等を計１0回開催

３．普及活動事業費

１，２８９

など

４．調査研究事業費

５７８

作品・資料収集：寄付（美術資料）２２点、（歴史民俗資料）４６３

件 など

５．環境整備事業費

２，９４６

草刈・除草環境整備業務、生垣刈込整備業務、雪囲い及びス

ズメバチ駆除業務 など

民芸館、民芸

合掌館

民芸館開館６０年記念特

別展「富山と民芸運動」

7/26～

10/28

民俗資料館 「お蚕さま～富山の養蚕

～」

6/21～12/7

売薬資料館 「蚕の神さま」 9/27～

12/24

陶芸館 「やきものの模様」 7/18～11/16

考古資料館 「珠洲焼の流通と富山の

中世遺跡」

8/23～

R8/2/1

名称 期間・回数等 参加人数等

陶芸教室（初級） 4月～7月 2８人

陶芸教室（中級） 9月～1１月 2３人

夏休み親子陶芸教室 7月～8月 １２組２５人

染物教室 ５・12 月 ２４人

夏休み親子染物教室 7月 ３組６人

呉羽山歴史探訪ツアー 11 月 ７人

いろりを囲むおはなし 5～12月 １０７人

雪ん子になろう 11 月～R８.2 月 ３０人
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令和７年度事業実績報告

（所属名 埋蔵文化財センター）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１ 埋蔵文化財調査

事業費

３４，４６２

１ 市内遺跡発掘調査、出土品整理

(1)市内遺跡発掘調査 今市遺跡

(2)市内遺跡試掘調査

(3)県営農地整備工事試掘調査事業（婦中町羽根地区)

２ 埋蔵文化財普及活動

発掘速報展の開催、記念講演会「古代越中のムラと開発

を考える」

２ 文化財保護事業費

１４５，２８３

１ 北代縄文広場管理運営

(1)長岡地区自治振興会へ管理運営を委託

(2)年間入場者数 ７，８３８人

(3)ミニ企画展開催（２回）

・「北代遺跡の発掘調査成果－平成 12年度の発掘調査から－」

・「富山市八尾地域の縄文時代～滅鬼遺跡・蔵王神社遺跡～」

(4)北代縄文考古楽講座（２回）

・「縄文時代後期・晩期の北代遺跡－平成 12 年度以降の調査から－」

・「縄文人の石器作り」

２ 安田城跡歴史の広場管理運営

(1)年間入場者数 １３，４３１人

(2)ミニ企画展（１回）

・「とやまお城探検隊 Part４～願海寺城・新庄城～」

(3)発掘速報展（１回）

・「古代越中国のムラと景観」

(4)歴史講座（２回）

・「探検！安田城～戦国時代のお城を大調査～」

・「富山市の戦国城館、最新！発掘調査成果」

３ 史跡保存整備事業

(1)王塚・千坊山遺跡群の倒木処理等の環境整備

(2)北代縄文広場の樹木の伐採・剪定等

(3)栃谷南遺跡用地の買戻し（土地開発公社より）

４ 安田城跡歴史の広場再整備事業

(1)堀の浚渫・護岸改修、土塁展示施設の改修工事

(2)令和８年度工事予定分の実施設計（堀の浚渫・護岸改

修、土塁復元の修正、東屋設置）

(3)カキツバタの栽培、植栽試験
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令和７年度事業実績報告

（所属名 市民学習センター）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

市民大学開設事業費

１０，２１８

１ 市民大学の開設

２ 生涯学習の啓発

⑴ 特別講演会の開催（年4回）

令和７年４月18日（金） 開講式 161人

令和７年11月 3日（日） プラネット 50人

令和７年11月22日（土） 大学祭 58人

令和８年２月10日（火） 閉講式 82人

⑵ 特別講義 １月に５回開催 延べ262人

⑶ わくわくキッズ教室(夏･冬休みに実施)

６講座 174人

⑷ 市民大学祭の開催

令和７年11月20日(木)～11月22日(土)

入場者 1,404人

⑸ 叢書・学報の発刊

① 叢書97

「和倉温泉と能登半島地震－旅館の記録から－」

② 学報 2025
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令和７年度事業実績報告

（所属名 図書館 ）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１．管理運営事務費

７３１，５６５

・開館日数（本館） 3３５日

・利用（入館）者数 1,４８７，９２６人

・貸出登録者数 83,9８７人

・貸出図書冊数 1,５８１，２８１冊

２．蔵書充実事業費

８６，４７９

・図書購入冊数 34,６２２冊

・全館資料数

図書 1,0４２，４５７冊、雑誌 42,８９３冊

３．読書普及事業費

５27

・集会活動回数 862回

・全館資料数

録音図書 1,949 タイトル、デジタル録音図書 1,１００タイトル

４．図書館ネットワーク事

業費

３３，０６１

・図書館ネットワークシステム保守管理委託、機器リース

５．音と映像資料充実事

業費

４１5

・全館資料数

ＣＤ7,８６５点、ＤＶＤ3,1６０点、ビデオ４４５点、ＬＰ1,356

点、カセットテープ 8 点

６．図書館施設整備事業

費

４，６１８

・蜷川分館令和８年３月新築移転開館

7．知を深める市民交流

推進事業費

５，２００

・交流行事開催実績

※他、企画展示 3０回開催（交流行事関連）

開催回数

（回）

参加者数

（人）

（1）セミナー等 ２２ １，３７２

（2）イベント ５２ １８，７５７

（3）児童行事 8３ １１，２９５

（4）地域館行事 ５ 199

令和 6年度合計 １６２ ３１，６２３
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令和７年度事業実績報告

（所属名 科学博物館 ）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１．管理運営事務費

２６６，９７８

・開館日数 334 日、入館者数 119,883 人

・科学博物館協議会の開催

２．調査研究事業費

１，０３８

・研究報告書第 49 号の発行

・研究発表会の開催

３．展示事業費

９，９１８

・特別展「光の世界」、企画展「日本星景写真協会写真

展―星の風景 2025―」等年 6回開催

４．資料収集事業費

５００

・各種資料収集及び整理 標本 4,496 点の増加

・標本データ 1,800 件を英語化し国立科学博物館に提

供

５．普及教育事業費

１２，６４３

・各種行事の開催

・質問への回答（年間の質問回答 549 件）

６．「ジュニア・科学賞

とやま」事業費

３４０

・第 23 回「ジュニア科学賞・とやま」で、自然科学に

関する研究を行っている県内小・中学生を募集し、

3人を選考して、授賞式を実施。

７．プラネタリウム投影

事業費

１５，８９８

・一般向け投影、学習投影、幼児向け投影、スペシャ

ルトークショー、スペシャルプラネタリウムの実施

・１日の投影回数は平日４回、土日祝日６回

８．恐竜化石事業費

１６９

・夏休み恐竜探検隊の実施（8月 20 日、21 日）

９．科学博物館整備事業費

１４２，９４８

・富山市科学博物館展示更新計画の第 2 期として「1

階展示室「とやま・時間のたび」およびエントラン

ス展示」を更新
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令和７年度事業実績報告

（所属名 郷土博物館 ）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１.管理運営事務費

１３０，０５０

郷土博物館及び佐藤記念美術館・本丸亭、上滝資料保管庫

の維持・管理・事務費

２.展示普及事業費

６，１４５

①特別展（郷土博物館）入館者数

・「富山のお店－明治・大正・昭和篇－」

（10/4～11/16） 16,895 人

②特別展（佐藤記念美術館）入館者数

・「絵師も動物も、人気モノ勢揃い～動物たちの浮世絵展」

（10/18～12/7） 4,823 人

③企画展（郷土博物館）入館者数

・「とやまのあそび」（4/26～7/6） 20,583 人

・「千歳御殿－幻の館を探る－」（7/12～9/28）

28,198 人

・「越中富山の贈り物」（11/22～2/1） 12,649 人

・「武士の手紙」（2/7～3/31） 16,290 人

④企画展（佐藤記念美術館）入館者数

・「山々のすがた」（4/19～7/13） 5,137 人

・「東洋のやきもの－中国・東南アジア・ペルシア－」

（7/19～10/13） 5,963 人

・「富山の美術工芸－めぐりゆく技と美」

（12/13～2/15） 2,253 人

・「佐藤助庵と茶の湯」（2/21～3/31） 2,742 人

⑤市民向け普及事業の開催

歴史探訪ツアー、本丸亭見学会、さと美ワークショップ

の開催

３.調査研究事業費

６２

①資料収集事業

・寄贈 「大間知ゴフクヤ包装紙」6点

・寄贈 「新案灰皿」1点

②古文書等調査事業（古文書等の資料整理）

③佐藤記念美術館調査研究事業

④富山市近現代資料調査保存事業
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令和７年度事業実績報告

（所属名 教育行政センター）

主 要 事 業

（項目、決算額(千円)）
事 業 実 績 内 容

１ 猪谷関所館管理運営

費

１３，６８０

年間入館者数 ５,４３７人

１ 企画展

・「関所を通った人や物」（６/７～９/２８）

・「幕末の富山藩に起きた三大事件簿」(１０/１８～Ｒ８.１/２５)

・「神通峡に架かる橋 写真展」（Ｒ８.２/７～５/２４）

２ 特別企画

・古文書教室（３回）

・円空仏ガラス細工教室（２回）

・円空仏土鈴教室（２回）

３ 歴史と文化講演会「幕末動乱と富山藩」（１１/１５）

４ 歴史探訪ウオーク（２回） いずれも中止

２ 生涯学習推進事業費

７５

「第４１回薬師岳美化行進」

次のとおり計画したが、登山予定ルートにクマが出没し

たため中止。

期 間 ８/２４（日）～８/２５(月)

参加予定人数 中学生 ２５人、指導員 １０人

３ 大山歴史民俗資料館

等管理運営費

１２，２１０

年間入館者数 ９００人

１ 企画展「常願寺川沿岸用水」（８/９～１１/２４）

２ ミニ企画展 『写真展「ここはどこ？」「これはなに？」』

（４/１～６/２９）

３ 大山会館での展示（展示替え４回）

４ 体験講座

・木の実でつくる古代生物（１回）

・勾玉づくり（１回）
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